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62次差分方程式に基づくﾓﾃﾞﾙ1

6.1R2の写像の起源遅延および結合ﾛｼﾞｽﾃｨｯｸ写像;拡大相空間(R2×I)におけ

るﾎﾟｱﾝｶﾚ断面;保測写像:非保存写像対保存写像;ﾚヴｨﾝｿﾝ･ｽﾐｽ緩和振動

子;ｴﾉﾝ･ﾊｲﾚｽﾊﾐﾙﾄﾕｱﾝ･･･････････････････1

6.2回転数と巻き数写像と流れ;結び目;運動の代数的定数･･････････････.8

6.3ｶｰﾄﾗｲﾄ･ﾘﾄﾙｳｯﾄﾞ,ﾚヴｨﾝｿﾝ,ﾚヴｨ解析強制自己励起振動子の

解の異常族K0;ﾍﾞﾙﾇｰｲ列との同等性;ﾚヴｨの拡張･･･････････････.14

6.4R2の抽象的な非保存写像ｴﾉﾝ写像;ｽﾄﾚﾝｼﾞ･ｱﾄﾗｸﾀｰ;縮小写像;

幾何学的に荒々しい集合対力学的に荒々しい集合;ﾘｬﾌﾟﾉﾌ指数;周期3はR2では

ｶｵｽを意味しない;吸引の鉢の問のﾌﾗｸﾀﾙ境界;ｼﾞｭﾘｱ集合とﾏﾝﾃﾞﾙﾌﾞﾛｰ

集合;ﾆｭｰﾄﾝ写像･･･････19

6.5標準写像;ねじれ写像振動する面の上の球;ﾏｲｸﾛﾄﾛﾝ加速器;周期ﾎﾟﾃﾝ

ｼｬﾙにおける調和格子:ﾄｰﾗｽ状の磁場;ねじれ写像29

6.6‘近可積分'系ﾎﾟｱﾝｶﾚ最後の幾何定理:双曲および楕円不動点;安定および不安定

多様体;ﾎﾓｸﾘﾆｯｸおよびﾍﾃﾛｸﾘﾆｯｸ点;kam曲面;ﾎﾟｱﾝｶﾚのｶｵｽ的

絡みあい;ﾍﾞﾙﾇｰｲ列･･･35

6.7KAM曲線の分解小分母;無理回転数;計算機による研究;連分数表示;標準写像

と黄金数49

6.8数学的ｶｵｽにおける物理的規則性ｶｵｽ的磁力線と微分可能な磁場･････56

6.9ﾁﾘｺﾌの共鳴重合判定基準周期的にｷｯｸされる振動子の例･････････58

6.10数値的ﾎﾟｱﾝｶﾚ写像と不連続ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽｴﾉﾝの積分法････････62



6.11ｴﾉﾝ･ﾊｲﾚｽと戸田･ﾊﾐﾙﾄﾝ系非可積分系と可積分系のﾎﾟｱﾝｶﾚ写像64

6.12R2およびT2上の抽象保測写像ｴﾉﾝ写像:包合写像;ｱｰﾉﾙﾄﾞの猫写像:

混合性･･････69

6.13集合の写像周期強制保存振動子の折り畳みとねじれ･････････････････79

6.14格子上の写像ﾗﾇｰの標準写像の研究とnxn格子上での拡張;ﾗﾝﾀﾞﾑ写像族;

格子上のｱｰﾉﾙﾄﾞの猫写像:短いﾎﾟｱﾝｶﾚ再帰,ｺﾞｰｽﾄ81

6.15ﾀﾞｲﾅﾐｯｸ･ｴﾝﾄﾛﾋﾟｰと情報生成相空間の分割の攪拌;ｺﾙﾓｺﾞﾛﾌ･

ｼﾅｲｴﾝﾄﾛﾋﾟｰと位相的ｴﾝﾄﾛﾋﾟｰ;情報理論的説明･････････････88

6.16ｴﾋﾟﾛｰｸﾞ:1つ屋根の下の,規則性-規則性,規則性-ｶｵｽ,ｶｵｽｰｶｵｽ103

練習問題に対する注釈104

73次微分系に基づくﾓﾃﾞﾙ109

7,13次線形方程式不動点の特徴づけ;安定,不安定,中心多様体,流れのさまざまな

表現110

7.2非線形流れ中心ｻｲｸﾙ,鞍状ｻｲｸﾙ;ﾎﾟｱﾝｶﾚの再帰写像;局所ﾒﾋﾞｳｽ帯

多様体;隣接する鞍状一結節または螺旋結節からの‘相互作用のある'流れ･･･････.116

7.3ﾛｰﾚﾝﾂ･ﾓﾃﾞﾙ歴史的由来;rの関数としての不動点の分岐;縮小および大域

的吸引性の特徴121

7.4ﾛｰﾚﾝﾂのｶｵｽ的力学ﾛｰﾚﾝﾂ写像,;ﾛｰﾚﾝﾂのﾌﾗｸﾀﾙ‘ﾏｯﾁ;

ｽﾄﾚﾝｼﾞ･ｱﾄﾗｸﾀｰ･･･････127

7.5‘ﾛｰﾚﾝﾂ力学'流体系ﾛｰﾚﾝﾂ方程式にしたがう円環管内の流体の流れ‥‥131

7;6ﾀﾞｲﾅﾓ･ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ地球磁場の驚くべきﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ;(ﾛｰﾚﾝﾂ系に)

類似なｶｵｽ･ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽをもつ物理的には無関係な簡単な円盤ﾀﾞｲﾅﾓ135

7.7ﾛｰﾚﾝﾂのﾎﾓｸﾘﾆｯｸ分岐とﾍﾃﾛｸﾘﾆｯｸ分岐最初のﾎﾓｸﾘ

ﾆｯｸ分岐より上で最初のﾍﾃﾛｸﾘﾆｯｸ分岐より下のrに対する流れの大域位

相的性質一複雑に込み入った描像:‘前乱流'141

7.8ﾛｰﾚﾝﾂ･ﾎｯﾌﾟ分岐劣臨界分岐････････154

7.9各種のﾊﾟﾗﾒｰﾀ値のﾛｰﾚﾝﾂ･ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ安定極限ｻｲｸﾙ低調和

(鞍状一結節)分岐;ﾒﾋﾟｳｽ帯と結び目のある極限ｻｲｸﾙ;間欠性:2重安定性;

それとｶｵｽについてたくさん!154

7.10ﾘｬﾌﾟﾉﾌ指数定義とその指数を得るための方法;ﾛｰﾚﾝﾂ系への応用と2重

安定性164

7.11ﾚｽﾗｰのﾓﾃﾞﾙﾓﾃﾞﾙ化に対する‘もち上げ,法による取り組み:ﾓﾃﾞﾙR1,ﾘｬ

ﾌﾟﾉﾌ指数,ﾎﾟｱﾝｶﾚ写像,ﾛｰﾚﾝﾂ写像'とｶﾝﾄｰﾙ集合:‘ｽﾃｯｷ'折り畳み

と第2ｶﾝﾄｰﾙ集合;低調和分岐;最大のﾘｬﾌﾟﾉﾌ指数,漏斗状ｱﾄﾗｸﾀｰ,相ｺ

ﾋｰﾚﾝｽ,ﾀﾞﾘの極限ｻｲｸﾙ;ﾓﾃﾞﾙR2,2重安定ｶｵｽ;回転盤上のあめ機械の

流れ････171



7.12ﾘｬﾌﾟﾉﾌ指数とｽﾄﾚﾝｼﾞ･ｱﾄﾗｸﾀｰの次元可能な関係についての

発見的議論;ｶﾌﾟﾗﾝ･ﾖｰｸの予想･･188

7.13開放系.化学振動ﾍﾟﾛｳｿﾌ･ｼﾞｬﾎﾞﾁﾝｽｷｰの発見;ﾌｨｰﾙﾄﾞ･ﾉｲヱｽの

‘ｵﾚｺﾞﾈｲﾀｰ';緩和振動子･････192

練習問題に対する注釈196
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8.7分子ﾓﾃﾞﾙ戸田の指数ﾎﾟﾃﾝｼｬﾙ･････････････････････････.231
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